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胃・腸粘膜の構造と変化
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Structure and Changes of The Gastrointestinal Mucosa 
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要 旨

消化器内視鏡検査 にあたり
, 内視鏡所見と病理所見を共に理解して行く努力が なされて きて

い る . 中でも工藤らの大腸に関する pit p a 仕e r n 分類は よく知られて い る . 冒, 腸に は基本的には

共通の 構造がある事, 実体顕微鏡に よる粘膜表面模様の観察は内視鏡所見と組織所見を理 解す

るに欠か せ な い 点を出発点と し, 胃腸粘膜構造と変化を検討した . 生検検体を実体顕微鏡で 観

察し, 更に へ マ トキシ リ ン色素液を散布, 観察する. それを 1 0 % ホ ル マ リ ン固定 した後観察し,

病理組織標本を作製する . 簡単なこの 操作により, 内視鏡所見と病理所見を共に理解する事が

容易に なる . 冒, 腸の正 常粘膜構造か ら
,
炎症及び腫癌性粘膜の 変化に つ い て作業仮説を立て ,

整理する .

キ
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ワ ー ド : 粘膜表面模様, へ マ トキ シリ ン液, 粘膜上皮細胞増殖帯

は じ め に

消化器内視鏡検査を行うに際 し, 冒, 腸 の 内視

鏡所見, 組織学 的所見を共に理解 して 行く努力は

成 され てきて い る . 今回次 の 事を行 っ た . 内視鏡

観察と, 主 に生検検体を対象と して 実体顕微鏡観

察後, へ マ トキシ リ ン液 ( カラ ッ ツ イ) を散布 し,

更に観察, 記録する . そ の 後 ホ ル マ リ ン固定を し

て
, 観察, 記録, 更に病理学的所見 を整理 し, 作業

仮設を立 て る事に より, 冒, 腸粘膜 の 基本的 な構

造 と変化を理解する事 が出来 た と考え報告する.

検討対象と方法

対象は平成 13 年 11 月 28 日より, 平成 1 4 年 12

月 26 日の 間に 内視鏡検査 を行 い , 検討 した上 部

消化管15 8 例, 3 19 検体と , 下部消化管8 1 例, 135

検体で あ る . 検体 の 中に は 1 c m 以下 の 大腸 ポリ
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表 1 検討症例

平成 1 3 . l l . 2 8 - 1 4 . 1 2 . 2 6

上部内視鏡検査 1 58 症例 3 1 9 検体

下部内視鏡検査 81 症例 1 3 5 検体

参考標本 ニ ワ トリ

4 日腫胃, ヒ ナの胃,
成体の胃

表 2 検査方法

内視鏡検査

1

生検検体をその まま実体顕微鏡で観察

1

へ マ トキシ リ ン液散布し, 観察

1

ホ ル マ リ ン 固定後, 再び観察

1

組織標本観察

- プ カ ッ ト標本 17 例 もあ る . 加 えて ニ ワ ト リ の

標本を参考に した (表 1) .

方法 は内視鏡検査 を行 い , 生検検体をその まま

生 で実体顕微鏡観察を行う . 次 い で H E 染色 に使

用する へ マ トキ シ リ ン色 素を散布 し, 観察する .

その 後検体を通常の 10 % ホル マ リ ン液に固定 し,

更 に観 察す る . そ の 後組織 標本 を検 鏡 した ( 秦

2) .

所 見

ニ ワ トリ 標本は H E 組織標本の みで ある .

1 ) ニ ワ トリ 4 日腫 胃腸 管部分 で は 胃と腸 の

区別 は つ か な い . 粘膜上皮の核は不規則に散在 し

て い る . 粘膜表面に は
一

部に分泌物状の 小さな突

出が み られ る . 上皮の 陥人 は見られな い . 空砲状

の 部 が多く散在して い る

(図 1) .

2 ) ニ ワトリヒナ 筋胃の 部は , ヒ トの 幽門部に

相当すると考える . 表層粘液ゲ ル 層は厚く , ゲル

層内に は分泌された粘液と, 脱 落して い く粘膜上

皮が粘膜上皮構造輪郭をその まま残 しなが ら, 表

層粘液ゲル層を形づく っ て い る (図 2) .

3 ) ニ ワ トリ成体 同じく筋胃の 部で ある .
ニ ワ

ト リ ヒ ナ の 筋胃部と同 じであ る . 粘液ゲ ル層は エ

オ ジ ン に濃く染ま っ て い る . ゲル 層は厚く, 粘膜

上皮の 表面か ら, 腺底部迄 の 厚さに近い ( 図 3) .

ヒ ト Y F7 7 才男性, 胃体下部生検. 大きさ 1 ×

2 m m ほ ど. 粘膜表面模様 は全体に淡 い 黄色 の 外

観を示 し, 表層細静脈叢 ( s u 血 c e v e n u l a r m e s h)

が透 けて 見 え る . 静脈 叢は赤く 目立 ち, その た め

血管の な い 黄色 の 部が比較的幅の広 い 索状の 模様

を見せ る . 表面 ゲル 層か らの 反射部分 があ る (図

4) .

こ れに へ マ トキシ リ ン液を散布 して , 観察する .

静脈叢はその まま見 え る ｡ 図 4 の 太 い 索状の 模様

は薄紫の線状の 模様が 加わ っ て見えてく る . 線の

幅は
一 様で は ない . 部分的に血管叢を取り囲むよ

う にあ る . 大型 の 械毛状の 模様 を示 して い る . 太

い 黄色 の 索状部分, 薄紫に染まる線状部分, 血管

叢は図 4 と簡単に対比して見 る こ とが出来る (図

5) .

ホ ル マ リ ン固定後の 観察で は血管叢は確認出来

ない . 図 5 で薄紫に見えた部は よりは っ き りと し,

繊毛状 と い うよりは , 小結節 の 外観を示す. 上図

4 及び 5 の 輪郭と対比で きる ( 図 6) .

粘膜に垂直な組織標本を観察する . 粘液ゲ ル層

は へ マ トキ シ リ ン色 素の 色 をその ま ま残 し, 紫色

を帯びて 染ま っ て い る .

一

部濃く染ま っ て い る の

は胃小窟 に相 当する と考 えられる ( 図 7) . 炎症性

細胞の浸潤が あるが, 粘膜の基本的な模様と組織

像を示 して い る . 他 の 症例 で あ るが , イ ン ジゴ カ

ル ミ ン色 素散布で は ホ ル マ リ ン 固定標本 , 組織標

本で色素の 色を判別で き ない .

S M 84 才女性の 胃切除後の 小腸粘膜 . 淡 い 黄色

の 外観の 中に静脈叢が散在 して い る ( 図 8) .
へ マ

トキ シ リ ン亨夜を散布する と , 満状 の 部分 が現 れ ,

繊毛を形 づく る (図 9) . 基本 的に は上記 の 胃の 所

見 と同 じで ある . 静脈叢を含む淡 い 黄色 の 区分は

胃前庭部の それよりも大きい .

S U 7 8 才女性, 正常大腸粘膜 の生検検体. 淡い黄

色 の 外観の 中に, 透けて見える血管が網状 に分布

して い る ( 図 1 0) .
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園1 . = ワトリ4 日旺 胃とJI の 区別はつか ない ｡

国2 . ニ ワトリ ヒナ 筋 胃 表Jl 粘漆ゲルJf
は 耳く,

脱藩していく上 皮を茸じて いる ｡

国3 . ニ ワトリ威休 肪 胃 兼伸粕漬ゲル ■はJ?
し､
｡

囲 4 .77 才 男性胃体下 部生後挨体 ○ 全休 に淡い黄色
の 外親を

示 し､ 表jr * 静脈暮が透 けて見える ｡

園5 . ヘ マ トキシリン液散布○ # 柴の強攻部分
が出現する｡

血管はその まま変わ
LJ なく見える.

図6 .ホル マリン固定 乱 血管は見えなくなり. 薄紫の 矧ま

よりは っ きりしてくる｡
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へ マ トキ シ リ ン液を散布する と, 薄紫に染ま っ

て い る部分 が小斑 点状 に ある ( 図 1 1) . よく見 な

い とわか ら ない .

ホ ル マ リ ン固定後 で は薄紫色 に染まる小斑状,

星状部分が ほ ぼ均等に散在する . 点状 の 部分が密

に ある状態で あ る . そ の 周りを同 じ大きさ, 染ま

り方で ボツ ボツ した点状の もの が放射状 に分布 し

て い る (図 12) .

組織像で は粘液ゲル 層が僅 か と, 脱落 した 杯細

胞 が見 られ る. 実体顕微鏡観 察で ボツ ボツ と染ま

っ て い る部分 は , 分布する数か ら杯細胞 に
一

致 す

る . しか しこ の 標本 で はそれに
一

致 して へ マ トキ

シ リ ン に染ま る所見 は得られて ない ( 図 13) .

胃, 腸 の 良性腫癌性変化

ⅢT 63 才男性の 大腸 ポリ ー プ カ ッ ト標本. 全体

に淡 い 黄色 の 粘膜面 に, 血管綱 が透き通 っ て見 え

る . その た め淡黄色 の 部分 は正 常部で 類円形に ,

ポリ ー プの 部 で は大きめ の 類円形, 太 い 梶棒状 の

模様を形作 っ て い る ( 図 1 4) .

イ ン ジ ゴ カ ル ミ ン液 を散布す る と, 類 円形, 梶

棒状 に見えた 部分の ほ ぼ 中央に点 , 線, 満状 の 模

様をみ る ( 図 15) .

S H 7 6 才男性, 大腸肝響曲部, 半小豆大の 山田 2

型 ポリポイ ド生検検体 . 表面 の 粘享夜層の光反射像

が 2 ヶ 所見 られ,
プ リ ン の 表面 に似て平滑で ある .

全体に淡 い 黄色 の 外観 で , 血管綱が透けて見 え る

( 図 1 6) .

へ マ トキ シ リ ン液を散布す ると , 大小 の

斑点模様が現 れる ( 図 1 7) . ホ ル マ リ ン固定 で は

斑点は星状の模様となり, よりは っ きり して くる .

更 に星状 斑点 の 周 りに細 い 線状模様が取 り囲み ,

五角形, 六角形に近 い 模様をつ く る ( 図 1 8) .

S T 63 才男性, 大腸 腺腫 . ホ ル マ リ ン 固定 標本

で , ほ ぼ等間隔に 並ぶ 星状 の 腺管開 口部が あり,

ブツ ブツ と へ マ トキシ リ ン に染まる細胞が放散 し

て い る ( 図 1 9) . 図 10 の 正常大腸粘膜 と同 じ所見

で ある . 組織像で見 ると ブツ ブツ して い る部分 は

細胞 質が淡く紫色 にそまり, 表面で は小塊状 に盛

り上 が っ て い る杯細 胞 に相 当する ( 図 2 0) . 実体

顕微鏡所見と , 組織所見を
- 敦 して理解で き る .

IK 7 1 才女性, 大腸腺腫 内癌の 腺腰部分組織像.

隣り合 っ た腺房が 明らか に境さ れて い る .
こ の標

本で は腸管腔 に面する被蓋上皮で は核が基底膜 か

ら上昇して い る
一

般的傾向を示 して い る点と , 被

蓋上皮から, 腺上皮が 多数重 なり合 っ て増殖して

お る . 大腸 の 細胞増殖帯は腺の 上方 か ら, 腺 の底

部 に至るま で広範にあ る事を示 して い る ( 図 2 1) .

胃, 腸の癌

IY 61 才男性, 胃癌 .

へ マ トキシ リ ン 液散布後,

血管網は不規則, 複雑 に分布 し, 太 さも大小不 同

が 目立 つ .
へ マ トキ シ リ ンに染 ま る満状 の 部分は

薄く所 々 見 られ る が , 不規則 で あ る ( 図 2 2) . 組

織像で は癌で ある . 大腸癌におい て も同じ不規則

な血管網 を示 して い る .

H M 54 才男性, 胃癌 . 内視鏡所見で は浅 い 陥凹

と, ひ だの 収 れん , 発赤が あり, Ⅱ c 病変が疑わ

れ た ( 図 2 3) . 生検 し, 実体顕微鏡観察で は血管

が 目立 っ た ( 図 2 4) .

へ マ トキシ リ ン液を散布す

る と胃前庭部 に見 る正常の 繊毛模様を見 る . 目立

つ 血管 は不規則な静脈叢に も見 え る が, 異常と し

て癌 に伴う変化 と 判定 する事 は 難 しい ( 図 2 5) .

ホ ル マ リ ン 固定彼 の 標本で は溝状 の 部分と , そ の

辺嫁 が へ マ ト キシ リ ン に染ま っ て い る ( 図 2 6) .

組織像は印鑑細胞 を含む腺癌で ある ( 図 2 7) . 粘

膜表面の 所見は正常の 模様を保 っ て い る所見で あ

っ た . 診断は病理診断を待た な け ればな らな か っ

た
.

検 討

消化 器内硯鏡検査 を行 っ て い く にあ た り, 冒,

腸の 内視鏡所 見と, 組織所見 を共に理解した い と

考えて検討した .

1 . 胃腸の発生と構造

胃, 腸 の 発生は 内腰葉か ら形成 される
1)

. 成体

の 胃, 小腸, 大腸粘膜 を観察する にあた り, 発生

初期 の それ らは互 い に区別 で きない . 図 1 はそれ

を示 して い る . 発生 が進む に つ れそれぞれの 固有

の粘膜構 造を形作 る . 胃で は胃底腺, 幽門腺が出

莱, 小腸で は繊毛部 が発 達し, 小腸腺が あ る . 大
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章
函14 .63 才 男性大ht ポリ

ー

プカット棟木｡ 全体に 淡い* 色面に ､

血管網が見える.

圃1 5 . ポリ ー プの 部の腺 曹開 口 軌 ま. 線状 ､ 樵拝状を示 すD

園1 6 7 6 才 男性山田 ポリポイド生検検体｡ 淡く血管が透けて見えるo

国1 7 . ヘ マトキシリン液を散布｡ Iト斑点がほ ぼ書 開所に 出る｡

園 1 8 . ホル マ リン国定では ､ 星状の 腺官服口車 を中心 に して ,

細い 線状の模様 がで る｡

圃1 9.
6 3 才男性大hI 腺腫生検検休｡ 腺 菅開 口部がきれいに 分布し､

フツブウと染まる杯細胞 が放射状 に分布 している｡

園20 .租牡糠で はそれに 一 致 して ヘ マトキ シ') ンに染まる杯細胞をみるc
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2 1I 2 2 園 2 1･ 7 1 才女 性犬猿腺腫 内癌カット標 本+ 賛り合っ た腺房が
明らか に壊されるD 矢 印o 増 殖してい る細胞 は広範に分 布｡

園 22.
61 才男性胃癌生検検体 o へ マトキ シリン;

-

夜散布 後e 血管網

は 不規則､ 幅は 大小 不 同あL) ｡ ヘ マ トキシリン に染まる部も

不 整o 癌を疑わせるD

葱

園 23･5
4 才男性内禎鏡像o ひだの収れん ､ 陥凹 ､ 発赤あリ｡ Ⅱ c

を疑う｡

囲2 4 ･ 生模検体 の美休鞍敏捷所見で は 血 管が目立つ o

園2 5･
ヘ マ トキシリン液散布後 o

正 常の繊 毛模様に 見えるD 癌と

判定する事は 難しい ｡

医26
･
ホル マ リン固定後 ｡ 繊毛 の 輪郭がは っ きりしない o

囲 2 7 1 観毎食では披蓋 上 皮は正 常に見えるが . 腹症である b
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腸 で は大腸腺が 密にあ る 2) 3) . 基本的に は各部 は

被蓋上皮と, 腺部分 を持つ 共通 した構造と考える .

2 . 胃腸粘膜表面模様と組織像の 模式図 (模 式図

参照)

胃と腸 の 区別 の つ か ない 発生初期 の 胃腸管 か

ら
, 成体 で は 胃前庭部, 幽門部, 小腸, 胃休部, 大

腸 の 形を見 る . 各部は表層粘享夜ゲ ル層 が覆 っ て い

る . 表面 の粘液ゲル 層は薄い . 胃､ 腸の 粘i夜に つ い

て は勝 山らが詳細 に検討 して い る 4) . ニ ワ ト リの

胃で は ヒ トに較べ 粘液ゲ ル層は著しく厚 い ( 図 2 ,

3) .

粘液ゲ ル 層の 下 に は被蓋上皮があり, 腺管開口

部 が分布 して い る . 腺管開 口部 は 胃前庭部, 小腸

で は械毛 の 周囲を示 し, 胃休部 で は 胃小筒 g a s -

t o ri c pit ,大腸で は陰窟 c ry p t を見 る . 工 藤らは大

腸腺開口 部を pit と表現 し, 臨床 に成果を上 げて

い る 5 ト 1 1) . 胃休 部, 大腸 で は腺開口 部 はほ ぼ等

間隔 に分布して い る . 胃前庭部 , 小 腸で は 開口部

にあ た る部分 は繊毛 の周囲に あり, 不規則な網状

であ る . 小林 は腺管開口部を位相差顕微鏡で観察

して い る
12) 1 3)

. 胃に お い て 松本 は S ale m の 命名

に従 い ,
一

つ の 微小 な単位 を ｢ パ ピ ラ , p a pill a+

と称 して い る 1 4) . 松本, 榊らは更に詳細に検討 し

て い る が 15 ト 19)
, 胃

･ 腸 の 粘膜構造 の 理 解を難

しく して い る . 胃 ･ 腸 の 微小 な単位 は 胃小筒, 大

腸 の 隠宿 を開口 部とする試験管型 の もの を
一

つ の

単位にする事 が理解しや すい . 八彬ら は ニ ワ トリ

前 胃に お い て , 1 u m i n al e pith e ri u m と , gl a n d ul a r

e pith e ri u m を明瞭に染め分 けて い る
2 0)

. 単位 と単

位の 境は, 時に大腸 ポリ
ー プに おい て 星状の 腺管

開 口部を中心に して , 周り に細 い 線状 の 部分 が あ

り, 五角形, 六角形 に近 い 模様を図 18 に示 した様

にあ る . 多田ら は大腸微小ポリ
ー プにお い て走査

電顕 で それ を示 し 2 1) , 林らは色素散布して , その

模様を しめ して い る 2 2) . 小腸で は胃小箱, 大腸 の

陰店の 細胞増殖帯が, 網状 にな っ て お り, 増殖 し

て い く部分 が繊毛状 に な ると作業仮説と して考 え

た い .

腫癌性変化で ある ポリ ー プ は被蓋上皮 にあた る

性質の上皮を主 に示 し, 腺腫 は腺上皮の構造 の 組

織像を示す. ポリ ー プと腺腫を大まか に使 い 分け

た い . 癌は こ れ らの 構造 が大きく乱 れて い る状態

で ある . 腺腫, 癌に つ い て の 分子生物 学的検索は

な されて い るが
2 3)
, 私 に は出来な か っ た .

血管は各繊毛部 にあり, 表層粘液ゲ ル 層, 被蓋

上皮を透き通 お して見え る . 模式図に は入れ得 な

か っ た が, 図 8 に示すよう に正常 で は比較的等間

隔に静脈叢が分布 して い る . 炎症, 腫癌で は こ の

所見 は乱れ る . 癌で は静脈叢の 乱れと共に , 血管

の 太 さ が正常 に較 べ 大小が あり, 形も
一

様で な い

傾向を示 す ( 図 2 2) . 粘膜 の血 管像に つ い て も検

討 が な され て い る 2 4 ト 28) . 固定後 の 血 管像は不

明であ るが, 中の血液 の 量に より, 淡褐色 と なり,

その 存在 がうか が われ る事 があ る .

手術 され た検体 をそ の まま実体顕微 鏡で 観察,

検討 は陳らが 報告 して い る
29)

. 生検検体 を中心

に した報告 は見ない . 生検検体をその まま観察し,

次 い で へ マ トキ シ リ ン液を散布 して 見る事は粘膜

の 全体的黄色 , へ マ トキシ リ ン液が粘膜 の く ぼみ

に溜まる , 又 は上皮の
一

部を染色する青紫の 色調,

血 管の 赤 が示 す コ ン トラ ス ト の 良 さ は有 用 で あ

る . しか もホ ル マ リ ン固定後にお い て も へ マ トキ

シ リ ン の 色 が残り, 時に は更 に鮮明に な る .

胃, 腸 の 粘膜観察に へ マ トキ シリ ン液を使う事

は多く なさ れて 来て い る 3 0) ‾ 33) . 生 検検 体検討

に
,
へ マ ト キ シ リ ン液 を日常的 に利 用 す る事 は ,

胃腸粘膜構造 と変化 へ の 理解 に役立 つ .

3 . 粘膜細胞増殖帯

胃 ､ 腸粘膜 の 細胞増殖帯に つ い て は多く の 研究

がなされてきて い る 3 4 ト 3 6)

胃に つ い て は腺頚部に増殖帯 があり, 小腸 に つ

い て は腺商都 に ある . 大腸に お い て は大腸腺底部

にあり, 作ら れて い く腺上皮 は 内腔面 に上が っ て

く る と い う. 大腸 に つ い て は正常粘膜の 増殖帯の

部は陰商底部だけで は説明 しにく い . 腺腫標本で

見 ると増殖部分 は粘膜表面部分 か ら, 固有筋層に

至まで広く分布 して い るよう に思われる . 増殖す

る腺上皮細胞 は広くあり, 核分裂像もあち こ ち分

布 して い る . S hih ら
3 7)
, 佐野 ら

3 8) は大腸腺腫 は

粘膜表面か ら, 深部 に 向か っ て増殖する と して い
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る . 昧岡, 渡辺は大腸 の表面陥凹型 は,高異型度癌

以外で は, 増殖帯 は粘膜表層部に限局 して い た と

報告 した 39) . 図 2 1 の 大腸腺腫 は広範な増殖像を

示 して い ると考 える . 核分裂も粘膜表面近く にあ

る . 増殖 した
一

つ の 腺房 に相当するもの は , 被蓋

上皮の 部分 で は明らか に隣の 腺房部分の 上皮と境

さ れ て い る . 腺管開口 部 c ry p t , ま た は pit と い わ

れる部より増殖 した荊朋包が放散 して い る事を示 し

て い る . しか も正常粘膜被蓋上皮に も通常み ら れ

る所見で ある被蓋上皮の核が基底膜か ら上昇して

い る . c Ⅳpt か ら 細胞 放散 し て い る状 態 は 図 1 2 ,

19 にも示 されて い る . ブツ ブツ と へ マ トキシ リ ン

に染ま っ て い る の は杯細胞 で ある . 増殖細胞は広

範 に 分 布 し て い る こ と は B . Y O U N G , ∫. W .

H E A T H 図説組織学 に も述 べ られ て い る . 増殖細

胞帯の 分布を考 え, 内視鏡所 見 組織所 見を見て

い く事は重要で ある .

結 語

消化器内視鏡検査 に は生検検体をその まま実体

顕微鏡, その 後 へ マ トキシ リ ン液 を散布 , さ ら に

ホ ル マ リ ン 固定後観察する事 は, 内視鏡所見と組

織所見と を理解 して い く出発点 と考 え る .
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o f M u c o s al M i c r o v a s c ul a r A r c hit e ct u r e a s

Vi s u all z ed b y M a g niflyi n g E n d o s c o p y . Dig e sti v e

E n d o s c o p y 1 3 ( s u p pl) 2 7 - 3 3 , 2 0 0 1 .

2 6) 八尾建史, 岩下明徳, 八尾恒良, 高木靖寛,
原岡

誠司
,
菊池陽介 , 松井敏幸 : Ⅱ b ･ I c と鑑別

を要する 胃粘膜平坦発赤病変 の 拡大内硯鏡像

微小血管構築所見の 良悪性の 鑑別にお ける有用

性を求めて . 胃と腸 3 7: 1 7 2 5 - 1 7 3 3 , 2 0 0 2 .

2 7) 中川宗
一

: 拡大内硯鏡観察 による胃粘膜微細血

管像 と 組織 学的胃炎 の 関係 . 北海道 医誌 7 8 :

3 4 9 - 3 5 6
,
2 0 0 3 .

2 8) 川 原崎暢, 加藤元嗣, 浅香正博 : ビ ッ トパ タ
ー

ン補助診断と して の 微細血 管網観察 に つ い て .

日消誌 1 0 0: s u p pl . A 1 2 7 , 2 0 0 3 .

2 9) 陳 孝義 : 胃隆起性病変粘膜の 立体顕微鏡的研

究 G a st r o e n t e r oI E n d o s c 9: 79 - 8 7 , 1 9 6 7 .

3 0) 吉井隆博 : 腸上皮化生の パ タ
ー ン - 特 に実体顕

微微鏡観察 - 胃と腸 6: 8 8 1 - 8 8 7 , 1 9 71 .

3 1) 吉井隆博 : 色素実体顕微鏡検査とその 内視鏡検

査 へ の 応用, 竹本忠良, 川井啓
一

(編) , 色素に

よる消化管内視鏡検査法. 医学書院, 東京, p l l -

2 0
,
1 9 7 4 .

3 2) 本田 徹 : 胃隆起性病変の 実体顕微鏡像と病理

組織学的所見か らみ た拡大電子内視鏡像の 解析 .

G a st r o e n t e rl E n d o s c 3 5 : 9 6 7 - 9 7 5 , 1 9 9 3

33) 鶴田 修, 豊永 純, 谷川 久
一

, 白地 哲,
立石

秀夫, 河野弘志,
藤田三丈

,
藤崎

一

浩, 居石哲治,

光山慶
一

, 池田秀雄,
有馬信之

,
笹栗靖之, 佐々

木 英
,
井出秀雄

,
森松 稔 : P it P a 仕e r n より

み た 表 面 陥 凹 型 大 腸 腫 癌 の 深 遠 度 診 断 .

T h e r a p oi c R s e a r c h 1 7: 1 4 6 - 1 4 8 , 1 9 9 6

34) M a c d o n ald W C , T ri e r J S a n d E v e r e st N B : C ell

P r olif e r ati o n a n d m ig r atio n in th e st o m a c h , d u o
-

d e n u m , a n d e e ct u m of m a n : r a dio g r a p bi c st u di e s

G a st r o e nt e r o1 4 6 : 4 0 5 - 4 1 7 , 1 9 6 4 .

3 5) 小西英幸
,
服部陸別 : ミ ク ロ レ ベ ル で の 形態

( 十二 指腸, 超微細構造を含めて) 胃 形態とそ

の 機 能 . 川 井啓市
,
医学書院 , 東京 , 3 0 - 5 3 ,

1 9 9 4

3 6) 藤揮 亨 : 幹細胞障害 か らみ た萎縮性胃炎の 発

生機序 につ い て の 免疫組織化学的研究 - 腺管

分離法 ･ 共焦点 レ ー ザ ー 顕微鏡 による解析 一

埼玉医大誌 2 8: T 4 3 - T 4 9 , 2 0 0 1 .

3 7) Shih M
,
W a n g T , T r a v e r s o G , R o m a n s K ,

H a m ilt o n S R , B e e n - s a s s o n S , K in zl e r K W a n d

V o g el st ei n B : T o p - d o w n m o r p b o g e n e si s of

c ol o r e ct al t u m o r P N A S 9 8 : 2 6 4 0 - 2 6 4 5
,
2 0 0 1 .

3 8) 佐野 寧, 藤盛孝博,
市川 - 仁

,
小野祐子, 冨 田
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茂樹
,
平林か おる

,
滝本寿郎

,
上田善彦

,
寺野

彰, 酒井義浩 , 相木亮
一

, 田畑文平 , 長廻 拡 :

大腸腫癌の 微細表面構造と組織増と の比較 病

理 の 立場か ら. 胃と腸 3 1: 1 3 2 7 - 1 3 4 0 , 1 9 9 6 .

3 9) 味岡洋一
一

, 渡辺英伸 : 補助 的検討に よる大腸 Ⅱ

Ⅱ c の 組織診断 (1) 癌の 高 ･ 低異型度分類か

ら み た 大 腸 Ⅲ c の 組織 診断 . 早 期大 腸癌 2:

1 7 5 1 1 8 1
,
1 9 9 8 .

( 平成 1 5 年 1 1 月 1 2 日受付)


